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あななの支援が必要です。
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新潟県

※ヘルプカー ドは市町村により異なるデザインのものがあります

◎ 薪薦真



ヘルプマーク

○目 的

轟鰹ゃ災量饉態を撮理してぃる芳、病菩:緩彗ゃ難嬌翁撼、撻嬢議最の努、また|ょ、最轟鍾讐の赫など、駿轟ゃ逸じ

慮を必要としてしヽることが夕ヽ見から|よ分からなしヽ方が、周囲の方|こ 画E慮を必要としてい鶴ことをAllら せ機ことで、

援助が得やすくなることを目的としてしヽます。

○使用方法

ストラップを莉理して、鶴曇|こっけて機彗場しまず。輻蒔進霧場ず機、受|ょ脇爆軽な蒔1崖磋釣矯する等、嬌選|こ緑じて後
用します。裏面 |こ 、任意で付属のシールを饉ることができます。シール |こ |よ、 い ルプマークJの利用者が、周囲

の方 |こ伝えたしヽ1薦報や必要とする支援内容などを記入することができます。

_                  み   つ    かた    Iよ いりょ

| ○ヘルプマークを身に着けた方への配慮

①電車、バス等、公共交通機関で席を譲る

夕ぶ見で1よ健康に見えても、疲れやすかつたり、つり革につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つことが

困難な方れ まヽす。

②駅や商業施設等で声をかけるなどの配慮

養蓮機議の事赦など、表晃麗な量桑撃に対して毅晨意愛に対憶することが融難な指ゃ、立ちiがる、
歩く、階段め昇降などの動作が困難な方がいらつしゃいます。

③災害時、安全に避難するための支援

義覺慮警事薦覺輝砦などがぁるため1犬況把握が難しい芳、晨稼本由鶴などにより由死での違通な違難
が困難な方がいらつしゃいます。

ヘルプカード

障害のある方などが困つたときに周囲に助けを求ぬ鶴ためのもので「手動けが必要な人Jと 「手動けでき儀

人Jを結ぶカー ドです。支援が必要なのに、 F塾 通ュニケーシヨンに障害があってそのことを伝えられなしヽ人J、

「因つてしヽることそのものを自覚してしヽない人Jも しヽまず。特に、災害時|こ は、国0ことが増えることが懇定され

ます。

一方、周囲の人からは、「どう支援したちましヽかわからないJ 障 害のことがわからなしヽJと しヽう声があります。

何かきつかけさえあれば、両者がつながることができまず。ヘルプカー ドは、そのきつかけをつくるものです。

○使用方法

障害のある方などが持ち歩き、災害時や緊急時など、周囲の人に手動けを求鞠たしヽ時などに提示します。あらか

じ総ヘルプカード|こ 記載してある「お願しヽした機ことJについて手助けを求めることができます。

●下記の場所でヘルプマーク・ヘルプカー ドを必要とする方に配布しています。

M蓄市覇村障害福祉主務課

圏各軸鐵振興局健康福祉 (環境)部   凸県庁福祉保鍵部障害福祉譲

圏児童相談所

爾中央福祉相談センター

国はまぐみ小児療育センター

圏障害者更生本目談所

量精神保健福祉鼈ンター

ロ新潟ふれ量プラザ

半地域ltよ り配布状況が異なる場合があります。事前にこ確認ください。

※数に限りがありますので、予めこ了承くださしヽし

豪へJL・ プマーク・ヘルプカー ドの販売|ま認めていません。

※ヘルプマーク・ヘルプカー ドに関する寄付活動等には、一切、関与しておりません。

※ヘルプマーク・ヘルプカードの趣旨に沿つた、適正な利用をお願をヽ _・ ます。
新潟県 ヘルプマーク

○目 的

といあわ  さき  にいがたけんふく し ほ けん ぶ しょうがいふく し か  でん わ

問合せ先 :新潟県福祉保健部障害福祉課 電話 :025‐ 280‐521l FAX:025‐283…2062


